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本日のご説明内容 

スキル強化の重要性 
 

スキル強化支援サービス 
 学習用DVD  [PCI DSS準拠] 

 
 ワークショップ  [PCI DSS準拠 & 非保持化] 

 
 文書テンプレート [PCI DSS準拠] 

 
 AIチャットボット & コンサルタント相談  
        [PCI DSS準拠 & 非保持化] 

 
まとめ 
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クレジットカード情報セキュリティ対策の取り組み - PCI DSS準拠ケース - 

PCI DSS準拠対応に向けて、低額な費用負担で遂行するための支援が求められています。 

対象範囲確定 
Fit&Gap分析 

対応策 
策定 

改善策 
実施 
運用 

診断  
検査 
支援 

審査 
支援 

運用・保守 

PCI DSS準拠対応 審査 運用 

工程 
・ 

局面 

 メリット 
 実績豊富なコンサルタントの知見・経験の享受 

• コンサルタントによる作業代行・作業支援 
• 確実なPCI DSS準拠対応の遂行 

 デメリット 
 高額なコンサルティング費用負担 

• 1,000万円以上の規模 
• 小規模企業にとって割高感 

 

 PCI DSS準拠対応を実現するための費用を軽減したい。 
 コンサルティング（フルスコープ）とは別な効果的支援サービスを提供してほしい。 

 

 コンサルティング（PCI DSS準拠 / フルスコープ）ケース 
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スキル強化の重要性    - PCI DSS準拠ケース - 

PCI DSSに関する自社のスキルを高めることで、準拠対応にかかわる費用を大幅に軽減できます。 

スキル 
高 

スキル 
低 

費用 
高 

費用 
安 

＜自社スキルと費用の関連＞ 

コンサルティング 
（フル・スコープ） 

自社スキル 
（現状） 

コンサルティング 
（フル・スコープ） 

費用 

自社スキル 

スキル不足分を 
コンサルティングで 

補完 

スキル 
強化支援 

費用 

自社スキル 

スキル強化で 
充足率を高め 
総費用を削減 

スキル 
強化（改善） 

＜スキル・レベルと費用の関連＞ 

 PCI DSSのスキル強化は、費用負担を削減するための最重要事項です。 
 “スキル強化を支援する各種サービス”で強力に支援します！！ 

必要スキル 

必要スキル 



5 

スキルレベルと求められる支援のポイント  - PCI DSS準拠ケース - 
 自社のスキルレベルに応じて強化すべき事項を支援することが、求められる支援の姿と考えています。 

• そもそもPCI DSSやSAQがどのようなものかわからない 

• PCI DSSに準拠するための自社のSAQタイプがわからない 

• PCI DSS準拠に業務・システムをどう対応すべきかわからない 

• SAQをどのように作成すればよいのかわからない 

• PCI DSSの文書化要求事項に対応する関連文書のサンプルがほしい  

• PCI DSS要求事項への質問＆回答集があれば参考にしたい 

• PCI DSS要求事項や準拠対応への質疑応答対応をしてほしい 

• 自社のPCI DSS準拠活動に対する確認や助言・提言がほしい 

非保持化 
・ 

ＳＡＱ作成 
実践 

知識習得 

相談・助言 

支援ポイント 

自
社
の
ス
キ
ル
レ
ベ
ル 

高 

低 

活用スキル PCI DSS準拠対応のために強化すべき事項 
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本日のご説明内容 

スキル強化の重要性 
 

スキル強化支援サービス 
 学習用DVD  [PCI DSS準拠] 

 
 ワークショップ  [PCI DSS準拠 & 非保持化] 

 
 文書テンプレート [PCI DSS準拠] 

 
 AIチャットボット & コンサルタント相談  
        [PCI DSS準拠 & 非保持化] 

 
まとめ 
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サービス名称
加盟店向け

カード情報非保持化支援サービス

ＰＣＩ　ＤＳＳ準拠

スキル強化支援サービス

サービス

対象事業者

加盟店（対面・非対面）

（カード情報非保持化を目指す加盟店）

カード情報取扱全事業者

（PCI DSS準拠を目指す事業者）

ー ＰＣＩ　ＤＳＳ準拠　学習用ＤＶＤ

非保持化ワークショップ（集合研修） ＳＡＱ作成ワークショップ（集合研修）

ー 文書テンプレート

ＡＩチャットボット＆コンサルタント相談 ＡＩチャットボット＆コンサルタント相談

アドバイザリー

準拠支援コンサルティング(注１）

サービス・メニュー

非保持化支援コンサルティング（注１）

スキル強化支援サービス 

注１：スキル強化支援サービスとは別で、お客様のご要望に応じて個別に見積り、ご提供するコンサルティング 

 スキル強化支援サービス・メニュー 
弊社では、PCI DSS準拠またはカード情報非保持化を目指す企業向けに以下のサービスを用意しています。 
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種別
PCI DSS準拠　導入コース

（DVD 1に収録）

PCI DSS準拠　実践コース

（DVD　２、３に収録）

目的
SAQ（自己問診票）

セクション１を理解する

SAQ（自己問診票）

セクション２、３を理解する

目的

DVD視聴者がクレジットカード情報を取扱う自社の

業務・システムについて、PCI DSSに準拠するため

の適用範囲を設定（ないしは非保持化）すること

を目的とします。

DVD視聴者がクレジットカード情報を取扱う自社の

業務・システムについて、PCI DSSに準拠するため

にPCI DSSの要件を理解することを目的とします。

習得

ポイント

・適用範囲を設定（ないしは非保持化）する前提

としての業務整理をするためのPCI DSSの基礎知

識を習得できます。

・SAQセクション１の書き方を習得できます。

・PCI DSSの要求項目に対応したSAQセクション

２の要求事項を習得できます。

・SAQセクション３の課記載方法を習得できます。

PCI DSS準拠 学習用DVD教材     (1/2) 
 PCI DSSおよびSAQに関する基礎知識を習得し、PCI DSS準拠に必要な活動を理解できます。 

 DVD教材の概要 
 クレジットカード情報保護の基準であるPCI DSS準拠のために、SAQの 
     作成方法を学習することができる3枚組のDVDセットです。 
 PCI DSSの要求事項の解説だけでなく、自社の業務・システムに応じた 
    準拠項目が何かを取捨選択で確認できるため、効率的な対応が可能に 
    なります。 

 DVDの内容 



9 

PCI DSS準拠 学習用DVD教材     (2/2) 
 DVD教材は、以下のような資料を画面に映し、音声でコンサルタントが解説をする形式です。 

 DVDで使用する資料例 
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ＳＡＱ作成ワークショップ        (1/2) 
 

 各コースの位置付け 
 自社のPCI DSS準拠適用範囲またはSAQタイプがわからない方は「Baseコース」を受講ください。 

• 「Baseコース」を受講することで自社SAQタイプが明確になり、「SAQ-Sコース」または「SAQ-Lコース」の 
   どちらを受講すればよいかがわかります。 

 自社のSAQタイプを明確に理解されている方は、自社タイプの要求項目数に応じて「SAQ-Sコース」または 
   「SAQ-Lコース」のいずれか該当するコースを受講ください。 

• SAQ－Sコース  ： PCI DSS要求項目数が100未満のSAQタイプ 
• SAQ－Lコース  ： PCI DSS要求項目数が100以上のSAQタイプ 

Baseコース 

SAQ-Lコース 
要求項目 
100以上 

SAQ-Sコース 
要求項目 
100未満 

 Baseコース 
 自社の適用範囲/SAQタイプ不明の方 

（上記が明確ならば受講は不要） 
 非保持化の可能性を模索されている方 

（非保持化検討は加盟店のみ） 
 

 SAQ－Sコース / SAQ-Lコース 
 SAQタイプの要求項目数でコース区分 

PCI DSS準拠に向けたSAQ作成を実践するワークショップを提供します。 
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ＳＡＱ作成ワークショップ        (2/2) 
 

 SAQタイプ別コース対比表[参考] 

PCI DSS準拠に向けたSAQ作成を実践するワークショップを提供します。 

業態 カード情報の取り扱い形態 タイプ 項目数 ワークショップ

・ＰＳＰのリンク（リダイレクト）型の決済サービスを使用するＥＣ加盟店

・カード情報の全ての処理を外部委託するＥＣ／通信販売加盟店
ＥＣまたは通信販売の加盟店でカード情報をシステムまたは加盟店内で電子形式で通過、処理、保存しない Ａ 22 SAQ-S

・ＰＳＰのＪａｖａＳｃｒｉｐｔ型の決済サービスを使用するＥＣ加盟店
ＥＣの決済をＰＣＩ　ＤＳＳ準拠済みのサービスプロバイダーに部分的に委託しているＥＣの加盟店でカード情報

をシステムまたは加盟店内で電子形式で通過、処理、保存しない
Ａ－ＥＰ 193 SAQ-L

ＣＣＴ等の決済端末をダイアルアップ接続する主に対面加盟店
インプリンター、スタンドアロン型のダイアルアップの決済端末のみによってカード情報を処理する加盟店であり、カード情

報を保存していない
Ｂ 41 SAQ-S

ＣＣＴ等の決済端末をＩＰ接続する主に対面加盟店
決済ネットワークまたはＡＳＰ／クラウド事業者にＩＰ接続されるスタンドアロン型のＰＣＩ　ＰＴＳ認定の決済端

末のみによってカード情報を処理する加盟店であり、カード情報を保存していない
Ｂ－ＩＰ 88 SAQ-S

ＰＯＳをインターネットに接続してカード処理する主にＰＯＳ加盟店
ＰＯＳシステムまたはその他のインターネットに接続されているペイメントアプリケーション経由でカード情報を処理する

が、カード情報をコンピューターシステムに保存しない加盟店
Ｃ 162 SAQ-L

電話やハガキ／ＦＡＸでカード処理する主に通信販売加盟店

Ｗｅｂブラウザ等の仮想端末のみでインターネットを経由して、１件ずつカード情報を処理し、カード情報をコンピュー

ターシステムに保存しない

決済に利用するＷｅｂアプリケーションはＰＳＰ、アクワイアラー等サードパーティーから提供される必要がある。

Ｃ－ＶＴ 85 SAQ-S

ＰＣＩ　Ｐ２ＰＥソリューションを導入した主にＰＯＳ加盟店
ＰＣＩ　Ｐ２ＰＥに認定されたソリューションを導入し、それらに含まれる決済端末のみでカード情報を処理する加盟

店であり、カード情報を保存していない
Ｐ２ＰＥ 33 SAQ-S

対面／

非対面加盟店

・ＰＳＰのモジュール（プロトコル）型を使用するＥＣ加盟店

・カード情報をサーバーやＰＣで保存するＰＯＳや通信販売加盟店

・カード情報をＰＯＳシステムで通過、処理、保存する加盟店

・カード情報を自社のサーバーで処理する加盟店

・カード情報を電子形式で保存する加盟店

・カード情報を電子形式で保存しないが他のＳＡＱタイプの基準を満たさない加盟店

・他のＳＡＱタイプを満たす環境にあるが、自社の環境に他のＰＣＩＤＳＳ要件が適用されるような加盟店

Ｄ－Ｍ 331 SAQ-L

サービス

プロバイダー

・カード発行のみ行うカード会社（イシュア）

・決済サービスプロバイダー（ＰＳＰ）

・カード会社・ＰＳＰ以外で、カード情報を取り扱っている事業者

ペイメントブランドによりＳＡＱ対象として定義された全てのサービスプロバイダー Ｄ－Ｓ 373 SAQ-L

非対面

ＥＣ/

通信販売加盟店

対面／

通信販売加盟店

＊ＥＣ加盟店には適用

されない
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非保持化対応ワークショップ       (1/2) 
 

 ワークショップの目的と狙い 
 カード情報の非保持化についての基本情報を理解します。 
 カード情報の非保持化の実現方法を理解します。 
 本ワークショップで提供する各種テンプレートの活用方法を理解します。 
 例題を元に各種テンプレートを実際に作成することで、実践的に学ぶことができます。 

• EC、通販、POSの3種類の業態に関する例題を準備しています。 
 講師が一方的に講義するタイプのセミナー形式でなく、双方向コミュニケーションを活用した集合研修方式の 
   ワークショップとなっています。 

 
 

ワークショップ受講で出来るようになること 
現状のカード会員データ取扱業務を整理し、カード会員データフローを作成することができます。 
非保持化の課題ごとに対策を検討し、文書化できます。 
非保持化の達成をカード会員データフローとチェックリストにより確認できます。 
アクワイアラーの調査に対し、非保持化を達成できていることを示す文書が作成できます。 

カード情報非保持化に向けた対応策を策定をするワークショップを提供します。 
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非保持化対応ワークショップ       (2/2) 
 

 ワークショップ教材（サンプル） 

カード情報非保持化に向けた対応策を策定をするワークショップで使用する教材を記します。 

 提供テンプレート（サンプル） 
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 文書テンプレートの概要 
 PCI DSSの要求項目の中で、ルール、プロセス等の文書化要件は200項目弱に及びます。 

 
 文書化要件に対して、文書テンプレートを活用することで効率的に必要な文書作成をすることができます。 

• 文書テンプレートは、特に企業共通で活用できる「規定」・「基準」・「ポリシー」を中心に揃えています。 
• 「手順書」、「記録」、「図」については、個々の企業で差異が大きいためサンプルを提供することとします。 
• それぞれの文書は、随時継続的に追加する予定です。 
 

 該当要求項目の文書テンプレートを参考に、追記、修正することで迅速に文書作成ができます。 
 

 文書テンプレートはダウンロード（MS Word、MS Excelファイルで提供）してご利用いただけます。 
 

 PCI DSS要求項目と文書テンプレートの関連がわかるよう、「文書化チェックシート」を提供します。 
 

 文書テンプレートを購入されると今後の更新の際に無償で最新文書テンプレートをダウンロードできます。 

文書テンプレート          (1/2) 
 PCI DSSに規定されている文書化要件に効率的に対応するための「文書テンプレート」を提供します。 
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文書テンプレート          (2/2) 
 文書は MS Word または MS Excel のファイル形式で提供します。 

事前確認のためにWebサイトから文書テンプレートのサンプルをダウンロードすることができます。 

 文書テンプレート例【参考】 
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サービス名称
加盟店向け

カード情報非保持化支援サービス

ＰＣＩ　ＤＳＳ準拠

スキル強化支援サービス

サービス

対象事業者

加盟店（対面・非対面）

（カード情報非保持化を目指す加盟店）

カード情報取扱全事業者

（PCI DSS準拠を目指す事業者）

ー ＰＣＩ　ＤＳＳ準拠　学習用ＤＶＤ

非保持化ワークショップ（集合研修） ＳＡＱ作成ワークショップ（集合研修）

ー 文書テンプレート

ＡＩチャットボット＆コンサルタント相談 ＡＩチャットボット＆コンサルタント相談

アドバイザリー

準拠支援コンサルティング(注１）

サービス・メニュー

非保持化支援コンサルティング（注１）

スキル強化支援サービス 

注１：スキル強化支援サービスとは別で、お客様のご要望に応じて個別に見積り、ご提供するコンサルティング 

 スキル強化支援サービス・メニュー 
弊社では、PCI DSS準拠またはカード情報非保持化を目指す企業向けに以下のサービスを用意しています。 
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AIチャットボット & コンサルタント相談サービス開発の背景 

 本サービスは、多くの“お客様の声”に真摯に耳を傾け、ご要望を実現するために開発したものです。 
1. コンサルタント相談 ： コンサルタントに一定回数の相談ができるようにすること 
2. 有益な情報の提供 ： ITを活用し、膨大な情報をいつでも提供できるようにすること 
3. 料金設定   ： 新たなビジネスモデルを創出し、低料金で柔軟な条件を設定すること 

 自社の対応等が正しいか不安があるのでコンサルタントに確認・相談したい 
• いつでも相談できるという安心感 
• 他企業を含めた現場、実態からの助言 

お客様の声（ご要望事項） 

 PCI DSSや非保持化対応への質問＆回答集があれば参考にしたい 
• 正確な知識・理解の確認 
• 最新情報の逐次反映（バージョンアップ、追加・更新情報等） 

 通常のコンサルティング料金は高額で、活用したくても敷居が高すぎる 
• 回答の質を担保した低料金設定 
• 期間限定の柔軟な活用 

コンサルタントへの相談 
（経験・知見） 

正確・膨大な情報の提供 
（情報の量・質・鮮度） 

新しいビジネスモデルによる 
低料金設定 

（高品質の担保） 

弊社に求められる対応 
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AIチャットボット & コンサルタント相談サービスの概要 

 PCI DSSに関する個別の質問や相談をAIチャットボットとコンサルタントが対応するサービスです。 

 AIチャットボット & コンサルタント相談の概要 
 

 お客様はいつでもチャットボットでPCI DSSや非保持化に関する質疑応答ができます。 
• チャットボット：AIツールがお客様とチャット(テキストによる双方向コミュニケーション)でやり取りする仕組み 
• AIツールは過去の質疑応答やセキュリティ対策関連資料データを蓄積し、お客様からの質問に回答します。 
 

 チャットボットによる回答で解決できない場合は、コンサルタントとの相談を要求することができます。 
• コンサルタントとの相談は対応で可能時間、相談回数等に制限があります。 

 
 お客様はチャットボットとコンサルタントへの相談を共に活用することで、問題解決に役立てていただけます。 

 
 契約期間とコンサルタントへの相談回数に応じた 
      柔軟なサービス料金を設定しています。 

• 期間：6ヶ月または12ヶ月 
• 回数：月3回または月5回 チャットボット 

(ＡＩツール) 
メール相談 

(コンサルタント) 
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AIチャットボット & コンサルタント相談サービスの価値 

 お客様にAIチャットボットへの質問入力を積極的に実施いただくことで、弊社とお客様相互に 
  Win-Winの関係性が構築できる“新しいビジネスモデル”です。 
 だからこそ、高品質のサービスを低料金でお客様にご提供できるのです。 

 お客様にAIチャットボットへの質問入力に積極的に協力いただくことで ・・・ 
 お客様 ： ①コンサルタントへの相談も併せて享受できる 

  ： ②AIの回答が「Bad」でも、2週間ほどでAIチャットボットによる正しい回答を享受できる 
 弊社  ： ①お客様からの質問への回答をAIツールに反映することでAIの学習・成長を促進できる 
   ： ②AIツールの学習・成長が進めば、結果としてコンサルタントの作業は効率化できる 

 AIツールの学習・成長を促進 
 コンサルタント業務の効率化 

 コンサルタント相談の享受 
 低料金でのサービスを享受 

弊社 お客様 AIへの質問協力 

コンサルタント相談 

低料金設定 
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 簡単な操作でAIツールとコミュニケ―ションすることができます。 

AIチャットボットの画面と操作   ＜質問 ～回答～評価の操作＞ 

②お客様が入力した質問が 
画面に反映されます。 

①入力フィールドに 
質問を入力します。 

④AIチャットボットの回答に対してお客様の評価または追加要求をします。 
「Good」：お客様が回答内容を「よい」と判断  
「Bad」：お客様が回答内容が期待した内容ではないと判断  
「コンサルタントに相談」：コンサルタントへの相談を開始 

③AIチャットボットからの回答や 
確認の質問等が画面表示されます。 

③AIツールが判断した回答への 
正解率が参考表示されます。 
表示された正解率が高いほど 
自信をもって回答しています。 

⑤AIチャットボットの回答への評価に 
「Bad」がクリックされた場合には 
コンサルタントにより適切な回答内容を 
AIツールに学習させます。 
2週間を目途にAIツールに反映します。 

xxxx.xxxx.net 
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 コンサルタントへの相談内容への回答は予め指定したお客様メールアドレス宛に送付します。 

AIチャットボットの画面と操作    ＜コンサルタント相談の要求操作＞ 

①AIからの回答の後 
「コンサルタントに相談」を 
クリックします。 

②表示されるポップアップ画面から 
コンサルタントへの相談内容を入力し、
「OK」をクリックします。 

③チャットボットのQ&A内容の履歴と 
入力されたコンサルタント相談内容が 
弊社窓口にメールで自動配信されます。 
お客様指定アドレス宛にコンサルタントの 
回答をメールします。 

xxxx.xxxx.net 

xxxx.xxxx.netの内容 
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2週間 お試しサービス（無償提供）について 

 AIチャットボット & コンサルタント相談サービスを2週間無料でお試しいただけます。 
 以下のURLから申込み手続きを開始してください。 
https://www.bsigroup.com/ja-JP/our-services/Cybersecurity-Information-
Resilience/Services/PCI-DSS-Consultancy/chatbot/ 

 お申込み後、2週間無料でお試しできるアカウントを発行します。 
 

 「AIチャットボット」機能はお試し期間中いつでも質問を入力し、AIツールの回答を確認することができます。 
• AIチャットボットのお試し入力回数に制限はありません。 

 
 「コンサルタントに相談」機能については、相談内容を入力する操作ができます。 

• 「お試し版」では、登録いただいたeメールアドレスに返信しますが、コンサルタントからの回答はしません。 
 

 本サービスを早期に充分に活用いただけるよう、操作に慣れていただくことを主な目的としています。 
 
 お試し版の注意事項： 

• お申込み確認後、登録いただいたeメールアドレス宛に2週間利用可能なアカウントを連絡させていただきます。 
• 無料期間の終了後、自動的に課金されることはありません。 
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お申込方法とお問い合わせ 
 

 「PCI DSS・非保持化スキル強化支援サービス」のお申込方法とお問い合わせは以下を参照ください。 

BSI  PSJ           で検索、PSJトップページから「コンサルティング・アドバイザリー」中の強化支援サービスへとお進みください。 
 
以下のURLからもご覧いただけます。 
https://www.bsigroup.com/ja-JP/our-services/Cybersecurity-Information-Resilience/ 
ご不明な点などございましたら、 BSI.PSJ@bsigroup.com までお問い合わせください。 

       協  力  会  社        

fjコンサルティング株式会社 
株式会社インフィニ 

グローバルセキュリティエキスパート株式会社 

 当講演資料のデータをご希望の場合は下記URLでダウンロードいただけます。 
 https://page.bsigroup.com/psj-events 

mailto:BSI.PSJ@bsigroup.com



